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又
て
、
距
離
を
取
っ
て
き
た
が

裁
判
で
歴
史
事
実
を
認
定
で
き
る
の
か
—
|
詐
欺
的
誘
惑
や
過
酷
な
労
働
実
態
は
事
実
で
す
か

徴
用
エ
賠
償
に
関
す
る
大
法
院
云
買
山
の
最
図
裁
）
判
決
を
受
け
、
日
本
企
党
の
資
産
差
し
押
さ
え
を
め
く
り
、
日
韓
関
係
は
患

`
1
,
、
ソ
／
ニ
ョ
ル

化
（
文
在
窮
政
権
下
）
の
道
を
た
ど
っ
た
が
、
サ
場
悦
大
統
頃
の
日
韓
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
改
善
に
向
け
た
両
国
の
動
き

一
方
て
、
韓
国
政
府
で
な
く
日
本
企
菜
が
賠
償
金
を
支
払
う
べ
き
た
と
す
る
原
告
も
い
る
。

賃
金
が
未
払
い
で
あ
っ
た
の
か
、
朝
鮮
人
の
労
働
者
に
対
し
て
民
族
的
な
差
別
が
あ
っ
た
の
か
と
う
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、

一
時
的
に
政
治
決
石
し
た
と
し
て
も
、
ま
た
い
つ
菜
―
、
し
返
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
事
実
に
基
つ
い
て
両
国
関
係
の
認
識
の
溝
を
即

め
る
こ
と
か
、
学
者
や
歴
史
研
究
者
に
は
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
政
治
間
題
に
巻
ぎ
込
ま
れ
た
く
な
い
と
の
考

ユ
ネ
ス
コ
ヘ
の
明
治
日
本
の
産
業
革
命
逍
外
の
但
界
遺
産
登
録
を
め
ぐ
る
日
韓
の
軋
礫
を
み
て
、

こ
れ
は
政
治
家
に
任
し
た
の
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ノ
ク
な
批
界
に
生
き
る
大
学
の
教
員
と
し
て
、
積
柚
的
に
発
言

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
腹
を
決
め
た
事
実
か
ら
遊
離
し
た
デ
マ
ゴ
ギ
ー
も
と
き
の
議
論
が
横
行
し
て
い
る
現
状
に
対
峙
す
る
所

(
l
)
 

存
で
あ
る
。

に
つ
な
が
っ
て
い
る

は

じ

め

に

1

一
輪
宗
弘
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論文編

読
者
は
傍
息
箇
所
を
．
J
亭
に
読
ま
れ

事
実
か
と
う
か
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

別
用
者
）
と

（
株
）
不
一
＾
越
へ
の
強
制
連
行
事
件
て
は
富
山
地
方
裁
判
所
は
、

賃
金
不
払
い
の
事
実
を
認
め
ま
し
た
が
、
時
効
を
理
由
に
泊
求
は
棄
却
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
C

」
（
傍
点

(
4
)
 

書
か
れ
て
い
る

に
採
禄
さ
れ
て
い
る
「

I
L
o
提
訴
分
ー
1

戦
争
中
の
日
卜
に
よ
る

1
L
o
-
．
九
号

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

条
約
違
反
に
関
す
る
国
際
労
働
機
関
へ
の
申
し
立
て
」
で
は
「
朝
鮮
人
に
対
し
て
は
多
く
の
企
業
が
賃
金
の
差
別
を
し
た
上
に
、
賃

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

金
の
大
部
分
は
強
制
貯
金
さ
せ
現
金
を
渡
し
ま
せ
ん
で
し
た
こ
「
一
部
の
企
業
ば
未
払
金
を
供
託
し
て
債
務
処
坪
を
図
り
ま
し
た
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

被
害
者
や
家
族
に
は
全
く
通
知
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

『
小
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

-
2
)
 

先
行
研
究
と
し
て
、
高
崎
宗
司
二
半
島
女
＋
勤
労
挺
身
隊
』
に
つ
い
て
」
か
あ
る
。
本
稿
と
は
見
解
や
見
方
か
ま
っ
た
＜
界
な

不
1

越
を
訪
間
し
た
金
景
錫
天
平
洋
戦
争
犠
牲
者
韓
曰
人
遺
族
公
会
長
）
は

訟
弁
護
団
‘
1
0
0
一
年
）
の
面
談
記
録
の
中
で
「
不
支
給
給
金
、
諸
手
当
金
を
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
お
金
は

今
ど
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
直
採
の
代
表
者
と
し
て
申
し
入
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
，
」
「
小
さ
い
子
供
た
ち
を
連
れ
て
き

3
)
 

て
使
い
っ
ぱ
な
し
は
な
い
し
、
こ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
記
鈴
か
残
っ
て
い
ま
す
こ
と
未
払
い
賃
金
間
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
金
会
長

は
N
K
K
裁
判
を
持
ち
出
し
、
「
N
K
K
の
一
一
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
本
当
の
こ
と
を
、
正
確
に
言
っ
て
ほ
し
い
。

私
は
、

日
本
中
に
火
を
つ
け
て
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
す
-
]
、
「
お
だ
く
は
裁
判
を
ね
が
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
」
と
話
し
た
こ
と
か

記
さ
れ
て
い
る
か
、
不
一
ー
越
に
対
し
て
攻
撃
的
な
一
百
い
方
で
あ
る
。

証
拇
編
l
-―

朝
鮮
人
に
対
し
て
賃
金
差
別
|
|
f
越
訴
訟

る
の
で
、
読
者
は
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
読
ま
れ
た
い
。

デ不
1

一
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
撮
編
ー
』
（
不
一
越
訴
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裁判で歴史事実を認定できるのか（三輪）

国
際
人
権
法
学
会
『
国
際
人
権
』
(
-
九
九
七
年
報
、
第
八
号
）
で
、
山
田
博
は
「
事
実
論
と
し
て
は
就
労
の
有
無
、
連
行
と
労
働

の
実
態
、
賃
金
額
と
そ
の
支
払
い
（
な
い
し
は
そ
の
供
託
）
の
有
無
等
で
あ
る
が
、
原
告
ら
は
、
勤
労
手
帳
（
社
員
手
帳
）
、
小
学
校
の

学
籍
簿
、
富
山
社
会
保
険
事
務
所
の
証
明
書
等
を
提
出
し
た
。
会
社
は
供
託
を
主
張
し
た
。
」
と
述
べ
、
山
田
弁
護
士
は
「
判
決
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

積
極
的
に
事
実
認
定
を
行
っ
た
。
強
制
連
行
・
強
制
労
働
と
い
う
言
葉
こ
そ
使
っ
て
い
な
い
が
、
不
二
越
に
よ
る
詐
欺
的
誘
惑
や
過

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

酷
な
労
働
実
態
を
正
面
か
ら
認
定
し
、
こ
の
点
で
会
社
側
の
主
張
を
退
け
た
」
と
し
、
「
不
二
越
は
、
原
告
ら
に
対
し
て
、
他
の
一

般
従
業
員
と
同
等
の
賃
金
（
社
史
に
よ
り
終
戦
当
時
の
平
均
賃
金
九
九
円
を
認
定
）
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
判
示
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

不
二
越
は
全
く
支
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
積
極
的
に
認
定
し
た
。
不
二
越
の
毎
月
支
払
っ
て
い
た
と
の
弁
済
の
抗
弁
や
、
供
託
の
抗

す
。
」
（
傍
点
引
用
者
）

こ
れ
を

判
決
は
、
勧
誘
の
際
に
多
く
の
原
告
が
欺
岡
や
脅
迫
を
受
け
た
こ
と
、
か
か
る
違
法
な
勧
誘
が
被
告
国
の
地
方
の
役
人
、
教

員
等
の
公
務
員
が
関
与
し
て
組
織
的
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
劣
悪
な
環
境
の
も
と
で
重
労
働
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
、
賃
金
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

支
払
い
が
な
さ
れ
て
な
か
っ
た
こ
と
を
認
定
し
ま
し
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

少
女
に
対
す
る
誘
惑
．
拉
致
ま
が
い
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
と
い
う
、
恥
ず
べ
き
犯
罪
的
行
為
・
人
権
侵
害
行
為
が
裁
判

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
断
罪
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
く
、
被
告
ら
に
は
問
題
解
決
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

不
二
越
訴
訟
原
告
弁
護
団
と
「
誘
惑
．
拉
致
ま
が
い
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
」

島
田
広
弁
護
士
は
『
軍
縮
問
題
資
料
』
の
連
載
特
集
「
法
廷
で
裁
か
れ
る
日
本
の
戦
争
責
任
⑫

富
山
地
裁
•
朝
鮮
女
子
勤
労
挺

(
5
)
 

身
隊
不
二
越
第
二
次
訴
訟
強
制
労
働
・
強
制
連
行
を
明
確
に
認
定
」
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
被
告
不
二
越
は
、
強
制
連
行
・
強
制
労
働
の
事
実
自
体
を
争
い
、
強
制
は
な
か
っ
た
と
か
、
原
告
ら
だ
け
を
差
別
的
に
取
り

扱
っ
た
も
の
で
は
な
く
違
法
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
、
賃
金
も
支
払
っ
た
、
な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。
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論文濯

「
詳
細
な
事
実
忽
定
ぱ
、
原
告
や
文
援
者
の
快
念
に
よ
っ
て
勝
ち
取
ら
れ
た
。
」

白
田
怖
弁
護
士
は
五

0
年
前
の
学
籍
簿
を
発
掘
し
た
と
し
て
、
例
ホ
し
て
い
る
。
合
性
珠
の
こ
と
だ
ろ
う
。

「
富
山
不
二
越
会
社
二
挺
身
隊
ト
シ
テ
、
熱
顔
叶
イ
壮
途
二
上
リ
、
什
栗
中
、
右
人
差
折
ヲ
別
ネ
ラ
ル
ル
モ
家
人
ー
一
周
知
セ
ス
、

真
剣
二
働
キ
ッ
ツ
ア
リ
」

任
を
免
れ
た
と
い
う
仝
く
不
名
脊
な
も
の
て
あ
/
た
」

「
原
因
ら
の
請
求
は
、
道
義
的
・
礼
会
的
・
日
際
的
に
は
、
道
理
が
あ
り
、

は
こ
れ
を
特
定
で
き
な
い
と
し
だ
）
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
判
ふ
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
積
桓
的
に
認
定
し
た
こ

(it点

「
不
一
述
の
毎
月
支
払
っ
て
い
た
と
の
弁
済
の
抗
弁
や
、
供
託
の
抗
弁
を
退
け
た
。
原
告
ら
ば
、

請
求
権
を
有
し
て
い
た
と
認
め
た
。

事
実
認
定
と
最
高
裁
で
も
払
本
的
に
維
持
さ
れ
る
の
で
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

払
い
の
事
実
は
怯
的
に
確
・
亙
し
た
と
言
え
る
。
」

―1
0
0
じ
年
七
月

原
告
ら
の
請
求
は
、

引
用
者

「
他
の
一
般
従
業
員
と
同
等
の
賃
金

（
傍
点

引
用
者

不
二
越
は
、
日
本
の
怯
律
技
術
で
な
ん
と
か
責

弁
を
退
け
て
椋
告
ら
は
、
不
―
一
越
に
対
し
各
々
賃
金
請
求
杵
を
有
し
て
い
た
と
認
め
た
」
苺
咆
11い

6
)
 

二
越
を
免
責
し
た
」
と
の
論
を
展
間
し
て
い
る
(
'

-
L
J
、
最
高
裁
第
一
小
広
廷
で
利
解
し
た
が
、
山
田
博
は
「
不
一
．
越
強
訓
連
行
訴
訟
の
解
決
と
愈
義
9-

で
「
解
決
を
も
た
ら
し
た
訴
訟
卜
、
訴
訟
外
の
要
因
と
鮒
決
内
容
の
評
価
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

二
審
、
一

．．
 
蕃
と
も
結
論
は
請
求
棄
却
で
あ
っ
た
か
、
事
実
認
定
で
は
、
原
告
ら
の
、
丁
張
を
概
ね
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」

（
一
審
判
決
で
は
、
札
史
に
よ
り
終
戦
当
間
の
平
坊
月
額
九
九
円
を
認
定
し
た
が
、
一
．
審
判
決
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
を
不
二
越
は
全
く
支
払
↓
て
こ
な
か
っ
た

小
二
越
に
対
し
各
々
賃
全

消
滅
時
効
や
除
斥
期
間
と
い
う
法
律
技
術
で
排
斥
さ
れ
た
原
審
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

昨
欺
的
勧
誘
や
過
酷
な
労
働
実
態
、
賃
金
請
求
権
の
存
在
と
そ
の
未

の
中

引
用
者
）
か
、
時
効
の
壁
て
「
不
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裁判で歴史事実を認定できるのか（三輪）

九
日
に
入
社
し
、
給
与
に
関
し
て
は
、
「
1
9
.
6
.
9

7
6

銭

8
6

銭

1.15
銭
」
と
日
給
が

山
田
弁
護
士
は
、
不
二
越
が
和
解
に
応
じ
た
こ
と
を
、
勝
訴
し
た
か
の
よ
う
に
不
二
越
の
「
解
決
済
み
」
論
（
解
決
済
み
で
あ
り
、

未
解
決
問
題
は
何
も
な
い
と
主
張
）
の
破
綻
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
不
一
一
越
側
弁
護
士
の
見
解
を
聞
か
な
い
と
、

公
平
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
読
者
諸
賢
に
は
、
山
田
博
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
一
語
一
語
堪
能
い
た
だ
き
、
論
理
の
展
開
の
仕
方
を
満

何
も
知
ら
な
い
人
が
こ
れ
を
読
め
ば
「
誘
惑
．
拉
致
ま
が
い
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
」
を
事
実
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

「
詐
欺
的
勧
誘
や
過
酷
な
労
働
実
態
」
「
賃
金
請
求
権
の
存
在
」
が
「
法
的
に
確
定
」
し
た
と
は
事
実
な
の
か
。
そ
れ
は
何
を
含
意
す

る
の
か
。
過
酷
な
労
働
実
態
は
事
実
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
べ
た
こ
と
と
は
相
当
な
径
庭
が
あ
る
。
平
時
で
は
な
く
、

戦
時
で
、
食
糧
不
足
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
誘
惑
．
拉
致
ま
が
い
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
」
に
関
連
さ
せ
な
が

ら
論
じ
よ
う
。

「
賃
金
請
求
権
の
存
在
」
が
「
法
的
に
確
定
」
エ
ー
・
確
定
で
き
る
の
で
す
か

上
の
事
例
は
航
空
機
産
業
や
工
作
機
械
産
業
で
あ
る
が
、
石
炭
産
粟
で
は
基
本
的
に
坑
内
で
は
出
来
面
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
戦
時
中
の
石
炭
産
業
の
研
究
を
通
し
て
、
賃
金
差
別
を
示
す
規
程
を
み
た
こ
と
が
な
い
。
不
二
越
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
が
、
『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
皿

証
撮
編
2
j
の
一
八
七
頁
に
「
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
賃
金
関
係
比
較
一
覧
表
（
従
業
員
名
票

の
記
録
に
み
る
賃
金
の
同
一
取
り
扱
い
）
」
が
不
二
越
側
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
基
準
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
従
業
貝
名
票
」
（
富
田
英
子
、
昭
和
五
年
五
月
二
日
）
は
「
壽
昌
公
立
校
六
年
在
学
中
」
と
あ
り
、
昭
和
一
九
(
-
九
四
四
）
年
五
月

1
9
.
8
.
9
 

1
9
.
1
2
.
2
1
 

1
.
0
8

銭

2
0
.
6
.
2
1
 

書
か
れ
て
い
る
。
「
在
学
中
」
と
あ
る
の
で
、
小
生
の
目
に
留
ま
っ
た
が
、
「
半
島
勤
労
報
国
隊
員
」
と
あ
り
、
父
で
は
な
く
叔
父
が

保
証
人
で
あ
る
。
日
本
の
国
民
学
校
五
年
生
六
年
生
、
中
等
学
校
一
年
生
―
一
年
生
で
あ
れ
ば
、
在
学
中
の
児
童
や
生
徒
本
人
で
は
な

喫
い
た
だ
き
た
い
。
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く
、
校
長
先
生
に
支
払
わ
れ
、
貯
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
原
告
の
一
人
で
あ
る
李
鐘
淑
（
牧
田
淑
子
）
の
場
合
、
界
動
欄

命
三
等
工
手
」
と
あ
る
が
「
在
学
中
」
で
も
富
田
英
子
は
「
三
等
工
手
」
で
一
円
八
銭
の
給
与
と
書
か
れ
、
ま
た
、

杉
本
吉
子
は
「
京
城
府
真
出
公
立
校
初
四
退
学
」
し
て
昭
和
一
六
年
一
二
月
か
ら
一
九
年
五
月
ま
で
京
畿
バ
ス
車
掌
を
経
て
、

八
月
六
日
に
見
習
工
手
で
七
六
銭
と
あ
り
、
一

1
0
年
一
月
六
日
に
三
等
工
手
と
し
て
一
円
八
銭
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
三
等
工
手
」

(
8
)
 

だ
け
で
は
生
徒
か
生
徒
で
な
い
の
か
は
判
別
で
き
な
い
。
ま
た
李
鐘
淑
は
陳
述
書
(
-
九
九
一
云
一
年
五
月
一
七
日
）
の
中
で
「
小
遣
い
は

少
し
貰
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

デ
パ
ー
ト
に
行
っ
て
も
物
が
買
え
る
よ
う
な
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

エ
ン
ド
ウ

豆
を
つ
な
い
だ
よ
う
な
も
の
を
買
う
の
が
精
一
杯
で
し
た
。
」
と
書
い
て
い
る
が
、
「
小
遣
い
」
が
毎
月
支
払
わ
れ
た
の
か
、
残
余
は

(9) 

一
銭
も
給
与
は
貰
っ
て
い
ま
せ
ん
。
」
と
書
い
て
い
る
。

三
菱
重
工
名
古
屋
の
朝
鮮
人
女
子
勤
労
隊
の
場
合
、
引
率
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
校
長
に
対
し
て
払
わ
れ
た
た
め
に
、
本
人
に
対

し
て
名
古
屋
で
は
生
活
費
分
の
支
給
し
か
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
後
段
で
触
れ
る
金
福
膿
の
証
言
で
は
、
給
与
は
も
ら
っ
た

と
答
え
て
い
る
。
生
活
費
と
し
て
あ
る
一
定
金
額
が
差
し
引
か
れ
、
残
り
は
本
人
か
校
長
に
払
わ
れ
（
も
し
く
は
日
本
の
郵
便
貯
金
に

個
人
名
義
で
入
れ
る
）
、
個
人
名
義
の
貯
金
と
し
て
通
帳
に
記
載
さ
れ
た
の
で
な
い
か
と
い
う
の
が
筆
者
の
仮
説
で
あ
る
。
資
料
が
不

(10) 

ま
た
不
二
越
訴
訟
の
原
告
お
よ
び
被
告
の
不
一
一
越
双
方
と
も
に
「
校
長
へ
の
支
払
」
は
争
点
に
し
て
い
な
い
。
ま
た
引
率
者
へ
の

言
及
は
な
い
。
三
菱
重
工
名
古
屋
と
異
な
り
、
不
二
越
に
は
引
率
者
に
関
す
る
言
及
や
記
述
は
管
見
の
範
囲
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

大
阪
府
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
」
に
よ
れ
ば
、

足
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

貯
金
し
た
の
か
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
「
結
局
、
私
達
は
、

に
「
2
0
.
1
.
6

日
本
で
は
都
道
府
県
に
よ
っ
て
細

H
に
小
さ
な
相
違

点
は
あ
る
が
、
校
長
（
隊
長
）
に
一
括
し
て
支
払
わ
れ
、
「
学
徒
個
人
名
義
ニ
ョ
リ
貯
金
シ
毎
月
保
護
者
二
其
ノ
旨
報
告
ス
ル
コ
ト
」

に
な
っ
て
い
る
。
「
備
考
欄
」
に
「
中
等
学
校
低
学
年
（
第
一
、
二
学
年
）
及
国
民
学
校
高
等
科
ニ
ア
リ
テ
ハ
男
子
一
人
当
リ
月
額
三

十
円
、
女
子
一
人
当
リ
月
額
二
八
円
ノ
基
本
報
償
算
定
基
準
二
依
ル
コ
ト
、
但
シ
舎
費
又
ハ
食
費
ヲ
支
払
フ
ベ
キ
場
合
ハ
之
ヲ
控
除

一
九
年
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71 
シ
タ
ル
額
ナ
ル
コ
ト
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
「
舎
費
又
ハ
食
費
」
は
引
か
れ
貯
金
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

不
二
越
訴
訟
の
原
告
の
一
人
で
あ
る
程
福
年
（
海
州
富
成
）
に
関
し
て
は
、
「
未
払
金
内
訳
」
と
し
て
「
退
職
金
不
足
額
」
は
二
円

八
四
銭
、
国
民
貯
金
は
五
九
円
五
九
銭
、
預
金
は
一
〇
七
円
0
二
銭
、
合
計
は
一
六
九
円
四
五
銭
と
な
っ
て
い
る
。
牧
田
淑
子
（
李

鐘
淑
）
は
「
退
職
金
不
足
額
」
は
一
一
円
八
四
銭
、
国
民
貯
金
は
四
八
円
四
一
銭
、
預
金
は
八
七
円
七
六
銭
、
合
計
は
一
三
九
円
0
1

(12) 

銭
で
あ
る
。
牧
田
淑
子
の
手
帳
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
九
年
七
月
六
日
入
社
で
、
異
動
欄
に
「
1
9
.
1
2
.
1
2

9
8
銭
」
と
あ
り
、
「
2
0
.
1
.
6

八
拾
七
六
銭
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
食
事
代
が
食
券
と
引
き
換
え
に
「
給
与
控
除
」
さ
れ
て

い
れ
ば
、
給
与
は
減
る
こ
と
に
な
る
。
被
告
の
不
二
越
は
「
不
二
越
公
報
」
に
基
づ
き
、
「
半
島
女
子
挺
身
隊
も
食
券
を
現
金
で
購

(13) 

入
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
現
金
で
食
券
を
購

入
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
食
事
代
と
あ
わ
せ
て
衣
服
な
ど
の
生
活
費
も
渡
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

宿
泊
の
場
合
、
食
費
と
舎
費
で
一
日
五

0
銭
引
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
日
一
円
の
給
与
と
す
れ
ば
、

(14) 

と
に
な
る
。
大
ま
か
に
概
算
し
て
、
年
間
―
―

1
0
日
休
み
を
取
っ
た
と
し
て
、
一
二
六

0
ー――

1
0
日
と
し
て
一
―

-=10
日
と
な
る
。

円
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ニ
五
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

不
一
一
越
側
が
提
出
し
た
「
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
賃
金
関
係
比
較
一
覧
表
」
か
ら
数
字
を
拾
う
と
、
昭
和
一
九
年
三
月
に
入
社
し
た

新
井
聖
姫
（
昭
和
五
年
一

0
月
一
五
日
生
ま
れ
、
慶
尚
北
道
）
の
場
合
、
「
1
9
/
6

昭
和
一
九
年
七
月
に
入
社
し
た
新
井
弘
子
（
昭
和
六
年
四
月
一
一
日
生
ま
れ
、
京
城
府
、

1
9
¥
l
o
 

参
考
ま
で
に
男
性
の
場
合
、
昭
和
一
九
年
八
月
に
入
社
し
た
、
大
正
―
二
(
-
九
―
―
―
―
-
）
年
―
一
月
五
日
生
ま
れ
の
津
村
基
種
の
場

と
す
れ
ば
、

8
1
 
2
0
¥
l
 

命
―
―
一
等
工
手
」
、
「
2
0
.
7
.
1
7

9
8
 
2
0
¥
6
 

預
金
額

1
0
4
」
と
あ
る
の
で
、
女
子
勤
労
隊
で
は
一
歳
違
う
と
五
銭
か
ら
一

0
銭
低
く
な
っ
て
い
る
。

7
6
 
1
9
¥
8
 
8
6
 
1
9
¥
1
2
 

1
0
8
 
2
0
¥
6
 

一
年
間

一
日
五

0
銭
支
払
わ
れ
る
こ

一
六
五
円
の
収
入
と
な
る
。
三
月
入
社
と
七
月
入
社
で
は
四
か
月
分
の
差
が
あ
る
の
で
一
―10日
x

四
X
0
•
五
1
1
六
0

114」
で
、

一
九
年
三
月
京
城
清
涼
校
初
卒
）
の
場
合
、
「
1
9
¥
8
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退職慰労金 退職 厚生 国民
預金 合計

不足分 積立金 年金 貯蓄

2 84 59 59 107 02 169 45 

2 84 52 45 115 00 170 29 

2 84 52 45 115 08 170 37 

2 84 59 59 111 39 173 82 

2 84 58 58 113 37 174 79 

2 84 58 58 114 31 175 73 

2 84 48 41 129 09 180 34 

2 84 49 42 128 45 180 71 

2 84 53 45 124 64 180 93 

2 84 63 68 118 02 184 54 

2 84 55 46 128 00 186 30 

2 84 52 45 131 98 187 27 

2 84 66 72 118 18 187 74 

2 84 54 46 131 54 188 84 

2 84 18 00 80 29 91 69 192 82 

2 84 56 46 136 35 195 65 

2 84 64 72 128 92 196 48 

2 84 64 84 129 90 197 58 

2 84 65 72 131 55 200 11 

2 84 53 45 149 90 206 19 

2 84 21 00 82 32 106 16 212 32 

2 84 55 46 167 35 225 65 

2 84 55 46 182 24 240 54 

2 84 66 87 175 67 245 38 

2 84 47 41 226 80 277 05 

2 84 21 00 82 33 202 30 309 47 

程福年

出所

註l

註2

「不二越訴訟裁判記録皿 証掠編2」、73-79頁。
不二越が裁判に提出 した供託金データ。

網かけの数字は判読困難であった。

『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

合
は

「1
9
¥
9

四

1
9
¥
1
2
 

不
二
越
の
供
託
金

(15
)
 

2
1
7
」
で
あ
り
、
男
子
の
賃
金
は
女
子
の
ほ
ぼ
倍
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

証
撮
編
ー
』
に
は
被
告
の
不
―
―
越
が
証
拠
書
類
と
し
て
提
出
し
た

「供
託
通
知
書
」
「
供
託
金
還
付

(16
)
 

請
求
者
名
簿
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
給
与

（生
活
費
の
一
部
と
し
て
）
が
支
払
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
貯
金
に
回
さ
れ
、
日
本
の
学
徒

挺
身
隊
に
準
じ
て
何
ら
か
の
形
で
別
枠
で
貯
金
さ
れ
、
そ
れ
が
供
託
さ
れ
た
と
し
て
、
「
供
託
金
還
付
請
求
者
名
簿
」
の
数
字
を
拾

1
7
6
 

2
0
5
 

2
0
i
6
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が
、
生
活
費
で
使

っ
た
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

い
、
表
1

表 1 不二越の供託金 （単位 円）

1
0
月
に
帰
国
し
た
崖
孝
順
は
八
か
月
の
賃
金
と
し
て
、

一
七
0
円
が

「不
二
越
の
供
託
金
」

に
掲
げ
た
。
上
に
書
い
た
が

一
年
間
と
し
て

一
六
五
円、

一
六
五
円、

ニ
ニ

五
円
よ
り
は
少
な
い
金
額
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
見
習
い
期
間
は

給
与
が
安
く
、
経
験
を
積
め
ば
そ
れ
だ
け

一
日
当
た
り
の
給
与
は
高
く
な
る
。
裔
崎
宗
司
「
『半
島
女
子
勤
労
挺
身
隊
』
に
つ
い

て」によれば、一九四五年三月に不二越に入社し、
(17) 
支払われたとある。

退職患労金 退職 厚生 国民
預金 合計

不足分 積立金 年金 貯蓄

2 84 26 35 11 49 40 68 

2 84 49 44 45 91 98 19 

2 84 47 41 48 76 99 01 

2 84 46 51 53 72 103 07 

2 84 48 62 55 33 106 79 

2 84 40 33 67 98 111 15 

2 84 63 72 50 39 116 95 

2 84 56 64 58 27 117 75 

2 84 46 41 84 70 133 95 

2 84 47 41 84 94 135 19 

2 84 54 54 80 38 137 76 

2 84 48 41 87 76 139 01 

2 84 48 41 98 04 149 29 

2 84 47 51 102 10 152 45 

2 84 48 41 101 95 153 20 

2 84 4 00 47 54 102 96 153、34

2 84 46 41 106 29 155 54 

2 84 63 68 89 03 155 55 

2 84 47 41 105 70 155 95 

2 84 58 67 95 20 156 71 

2 84 47 41 106 71 156 96 

2 84 47 41 llO 49 160 74 

2 84 47 41 llO 68 160 93 

2 84 57 64 100 93 161 41 

2 84 46 41 113 22 162 47 

2 84 62 68 96 98 162 50 

2 84 53 45 106 62 162 91 

2 84 57 65 102 55 163 04 

2 84 52 45 lll 14 166 43 

姜徳景か？

（引用者）

李鐘淑

一
年
四
か
月
と
し
て
ニ
ニ
五
円
と
し
た
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数

12

人

10 

8 ---- -

6
 

4
 

2
 

゜41 99 105 115 136 149 155 163 173 185 196 203 212 
図 1 供託金の合計分布棒グラフ

226 243 277 309 
円

金
」
か
ら
作
成
し
た
。
人
穀
と
平
均
金
額
を
示
し
て
い
る
。

「
預
金
」
で
あ
る
が
、

ハ
ラ
つ
き
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
生
活
費
と
支
給

さ
れ
た
中
か
ら
残
余
を
預
金
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
親
元
へ
の
送
金

も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
持
参
金
と
か
親
か
ら
の
仕
送
り
も
預
金
さ
れ
た
の
で

(18) 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
国
民
貯
金
」
を
眺
め
る
と
、
二
つ
の
山
が
あ
り
、
お

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
表
ー
で
一
人
だ
け
金
額
が
少
な
い
が
、
逃
亡

し
た
姜
徳
景
で
あ
ろ
う
。
国
民
貯
金
が
一
か
月
あ
た
り
四
円
と
し
て
計
算
す

る
と
、
逃
亡
し
た
姜
徳
景
は
「
六
、
七
カ
月
過
き
」
に
逃
亡
し
、

再
び
逃
亡
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
七
か
月
ほ
ど
働
い
た
金
額
に
相
当
す

9
-
る
c

図
ー
「
供
託
金
の
合
計
分
布
棒
グ
ラ
フ
」
は
表

1

「
不
二
越
の
供
託

『
不
―
―
越
訴
訟
裁
判
記
録
I
主
張
・
判
決
絹
』
（
不
―
一
越
訴
訟
弁
護
団
‘
―
―

0
0
一
年
）
に
は
、
不
二
越
の
出
し
た
、
「
準
備
書
面
（
七
こ
(
-
九
九
四
年

九
月
じ
H
)
も
掲
栽
さ
れ
、
「
全
国
各
地
か
ら
学
徒
動
員
、
女
子
挺
身
隊
、
男

子
報
国
隊
等
が
動
員
」
さ
れ
た
が
、
「
当
時
日
本
国
の
一
部
で
あ
っ
た
朝
鮮

半
島
か
ら
の
人
々
も
い
た
か
、
会
社
が
出
身
地
の
如
何
に
よ
っ
て
処
遇
を
異

に
し
た
こ
と
は
な
く
、
労
働
•
生
活
環
境
、
就
労
内
容
、
労
働
条
件
等
は
す

べ
て
同
一
て
あ
っ
た
。
」
と
主
張
し
て
、
「
円
際
法
上
の
重
大
な
人
権
侵
害
」

と
い
う
主
張
に
対
し
て
「
詐
欺
的
な
方
法
で
募
集
」
し
た
り
「
強
制
連
行
し

つ
か
ま
り

そ
ら
く
勤
続
月
数
(
-
―
―
か
月

一
四
か
月

一
六
か
月
）
の
違
い
が
顕
れ
て

652 



裁判で歴史事実を認定できるのか（三輪）

不
二
越
が
裁
判
に
提
出
し
た
記
録
「

S
1
8
¥
2
0
当
時
の
不
―
一
越
精
器
工
場
賃
金
計
算
担
当
者
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
記
録
」
（
一

九
九
六
年
一

一
月
七
日
）
に
よ
れ
ば
、
「
8
．
半
島
出
身
の
人
（
朝
鮮
出
身
の
従
業
貝
は
、
当
時
こ
う
呼
ん
で
い
た
）
は
精
器
工
場
で
は
、

4

課
•
6

課
•
8

課
に
沢
山
い
た
。
私
達
（
室
谷
玉
子
さ
ん
・
杉
本
澄
江
さ
ん
・
和
田
カ
オ
ル
さ
ん
）
は
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん

と
計
算
し
払
っ
て
い
た
。
半
島
出
身
の
人
は
何
人
も
い
た
の
に
、
今
回
訴
え
た
人
だ
け
が
給
与
を
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

(24) 

と
は
私
達
は
理
解
で
き
な
い
。
不
思
議
だ
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
学
校
報
国
隊
に
準
じ
る
形
で
、
個
人
名
義
の
郵
便
貯
金
に
回
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
大
阪
府
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
」
に
は
、
大
阪
府
の
事
例
が
具
体
的
に
書

か
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
校
長
に
給
与
が
支
払
わ
れ
、
「
学
徒
個
人
名
義
ニ
ョ
リ
貯
金
シ
毎
月
保
護
者
二
其
ノ
旨
報
告
ス
ル
コ
ト
」

(25) 

に
な
っ
て
い
る
。

第
八
回
口
頭
弁
論
調
書
(
-
九
九
四
年
一

0
月
五
日
）
で
は
「
会
社
は
、
女
子
挺
身
隊
、
徴
用
エ
に
対
し
て
遅
滞
な
く
賃
金
を
支

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

払
っ
て
い
た
。
ま
た
、
終
戦
当
時
半
島
に
婦
鮮
し
て
い
た
等
の
事
情
に
よ
り
、
敗
戦
の
混
乱
期
に
賃
金
の
清
算
等
が
直
接
行
え
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
っ
た
者
等
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
こ
の
賃
金
債
権
を
供
託
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
原
告
ら
が
昭
和
二

0
年
当
時
＾
賃
金
債

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

権
等
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
原
告
ら
の
会
社
に
対
す
る
債
権
は
弁
済
供
託
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
。
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
敗

ぶ

21)

戦
後
の
供
託
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
未
払
い
賃
金
（
置
去
金
）
と

G
H
Q
の
指
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
田
中
直
樹
「
資

(22) 

料
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
「
移
入
」
労
働
者
に
つ
い
て
」
が
詳
し
い
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
事
な

(23) 

争
点
で
あ
る
が
、
触
れ
な
い
。

(20) 

た
り
」
し
た
こ
と
は
な
い
と
反
論
し
て
い
る
。
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一
一
時
間
だ
け
で
し
た
。
」
と
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

休
ん
だ
日
が
記
入
し
て
あ
っ
て
、
裏
に
は
標
語
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
」
（
傍
点

の
時
間
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
一
週
間
に
二
回

i-
―
一
回
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
週
に
一
回
ぐ
ら
い
に
な
り
、
し
か
も
二
、

ヒ
の
証
言
で
、
金
福
祖
は
具
体
的
に
給
与
を
も
ら
っ
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
立
教
大
学
名
誉
教
授
山
田
昭

次
は
「
朝
鮮
女
子
勤
労
隊
に
お
け
る
強
制
連
行
・
強
制
労
働
・
民
族
差
別
」
の
中
で
、
「
梁
は
じ
め
こ
こ
の
挺
身
隊
員
だ
っ
た
朴
海

玉
、
金
恵
玉
、
陳
辰
貞
は
、
給
料
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
」
「
金
福
礼
の
み
が
月
給
30
円
を
貰
っ
た
と
回
想
し
て

(26) 

い
る
。
こ
れ
は
聞
き
手
の
間
違
い
で
は
な
い
か
。
」
と
書
い
て
い
る
。
―
―

1
0
円
は
正
確
な
金
額
で
あ
り
、
聞
き
手
の
間
違
い
で
な
く
、

引
用
者
）
、
ま
た
勉
強
時
間
に
関
し
て
は
「
勉
強

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

給
与
に
関
し
て
は
「
給
与
は
年
齢
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
い
ま
し
た
。
私
は
一
―

1
0
円
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
く
れ
ま
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
が
、
買
う
も
の
な
ん
て
何
も
売
っ
て
い
な
い
の
で
、
貯
金
し
て
故
郷
に
送
り
ま
し
た
。
―
―
―
分
の
二
を
送
っ
て
、
残
り
は
歯
磨
き
粉

な
ん
か
を
買
っ
た
ん
で
す
。
」
（
傍
点
引
用
者
）
、
「
給
与
袋
に
は
『
三
菱
道
徳
工
場
』
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
を
し
た
日
、

い
る
。

の
金
福
糧
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
兄
が
反
対
し
た
が
、
兄
に
承
諾
し
て
も
ら
い
名
古
屋
に
行
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
「
大
き
い
子
は
、
長

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
パ
イ
プ
に
布
を
巻
い
て
縫
う
仕
事
で
、
私
は
こ
ち
ら
で
し
た
。
座
っ
て
や
る
の
で
楽
な
仕
事
で
し
た
。
一
日
一
二
回
の
食
事
は
、
朝

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
晩
が
寮
で
、
昼
は
工
場
で
し
た
。
こ
の
時
ほ
ど
、
ご
飯
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。
」
（
傍
点

引
用
者
）
、
「
熱
田
神

伊
藤
孝
司
編
著
『
証
言

五

金
福
禍
の
回
想

従
軍
慰
安
婦
・
女
子
勤
労
挺
身
隊
ー
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
女
性
た
ち
』
（
風
媒
社
、
一
九
九
二
年
）

宮
や
護
国
神
社
に
お
参
り
に
連
れ
て
行
か
れ
た
り
、
名
古
屋
城
や
東
山
動
物
園
に
遊
び
に
行
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
」
と
語
っ
て
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裁判で胚史事実を認，してぎるのか（こ輪

李
蝕
淑
牧
田
淑
子
）
の
証
―
―
-
9

に
つ
け
ら
れ
て
い
る
池
田
止
枝
が
記
人
し
た
学
籍
雀
い
（
教
え
子
の
一
人
と
書
か
れ
て
い
る
か
、
誰
な
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
文
面
に
は
、
「
挺
身
隊
ガ
発
表
サ
レ
ル
ヤ
牧
然
之
二
応
募
」
「
上
級
学
校
進
学
モ
考
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
今
、

'iFI

ニ
オ
役
二
立
ツ
ベ
キ
挺
身
隊
ヘ
卜
参
加
ヲ
希
望
シ
ニ
ヶ
年
御
奉
公
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
イ
ル
＇
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
上
級
学
校
進
学
]
で
は
な
く
、
直
ち
に
役
に
立
つ
「
挺
身
隊
」
を
希
望
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
ー
し
「
女
学
校
の
卒
菜
訓
占
か
も
ら
え

用
者

あ
↓
だ
ら
、
そ
の
昆
に
申
し
出
て
お
金
を
も
ら
っ
た
ん
て
す
こ
の
時
に
く
れ
た
の
は
、
お
菓
了
か
買
え
る
程
度
の
わ
ず
か
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
金
で
し
た
。
私
も
一
度
だ
け
友
逹
と
一
緒
に
百
貨
店
に
わ
き
ま
し
た
け
ど
、
戦
時
中
な
の
て
、
買
う
よ
う
な
物
に
何
も
あ
り

主
迄
か
で
い
い
ぞ
加
い
‘
在
で
闘

F
な
い
か
応
瓢
が
食
｀
へ
闘
f
い
い
い
か
炉
い
‘
砂
怠
応
い
い
な
炉
[
い
か
で
↑
こ
而
白
外

そ
れ
で

例
え
ば
一
ヵ
月
に
一
回
く
ら
い

お
金
が
必
要
な
事
が

を
も
ら
っ
て

「
日
本
に
行
け
ば
会
え
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し
た
。
」
と
語
り
、
「
そ
れ
で
、

父
~] 

は
ん
こ
を
押
し
て
出
し
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
い
る

9
)
 

,9] 

給
与
に
関
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
私
た
ち
に
、
給
料
は
い
っ
さ
い
渡
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

行
か
れ
た
と
日
心
っ
て
い
だ
の
て

そ
の
場
で
書
類

李
帥
淑
は
、

父
親
は
貨
易
商
を
や
っ
て
い
た
か
、
失
敗
し
て
家
を
取
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
叔
父
の
家
で
暮
ら
し
て
い
て
、
羹
忠

高
等
小
学
校
高
等
科
一
年
生
の
時
に
叔
父
の
従
兄
弟
か
ら
「
募
集
」
の
話
を
聞
き
、
募
梨
要
項
に
は
「
挺
身
隊
と
し
て
日
本
に
行
っ

て
働
い
た
ら
、
女
学
校
の
卒
業
証
占
が
も
ら
え
る
」
と
古
い
て
あ
っ
た
（
、
当
時
祖
父
は
人
阪
に
住
ん
で
い
て
、

六

三
菱
亜
上
へ
の
「
第
一
次
訴
訟
」
(
-
九
九
一
什

金
福
橙
は
家
庭
の
事
情
で
支
払
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
説
者
は
一
九
九
―
一
年
以
削
の
証
言
で
あ
る
こ
と
と
、
金
福
證
は
名
古
屋

二
月
提
訴
）
の
原
化
に
は
ま
だ
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
ど
に
留
意
さ
れ
だ
い

李
鋒
淑
、
梁
春
姫
、
梁
錦
徳
の
圃
想

父
は
日
本
に
連
れ
て

応召
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七

「
犯
罪
人
名
簿
」

_

_

 
な
ぜ
消
え
た
の
か
、
次
回
訪
問
時
に
確
認
す
る

学
籍
簿
が
な
ぜ
公
開
で
き
な
い
の
か
。
国
家
記
録
院
は
学
籍
簿
を
収
集
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
必
要
箇
所
を
匿
名
化
し
て

公
開
す
べ
き
で
あ
る
。
恣
意
的
に
学
籍
簿
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
か
原
本
と
照
合
し
て
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
政
府
は

正
式
な
ル
ー
ト
で
申
入
れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
親
の
経
済
状
況
や
職
業
が
わ
か
る
だ
け
で
、
見
え
て
く
る
風
景
が
様
変
わ
り
す
る

(32) 

だ
ろ
う
。
学
籍
簿
は
「
詐
欺
的
誘
惑
」
が
事
実
な
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
す
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

不
一
一
越
で
働
い
た
梁
春
姫
は
兄
が
朝
鮮
農
地
開
発
営
団
に
勤
め
、
学
費
を
出
し
て
く
れ
「
徳
寿
国
民
学
校
」
「
徳
寿
女
子
裔
等
学

(33) 

校
」
に
通
い
、
女
学
校
二
年
生
の
時
に
「
京
畿
挺
身
隊
」
の
話
が
あ
り
、
地
域
の
挺
身
隊
と
し
て
日
本
に
向
か
っ
た
。
朝
鮮
農
地
開

さ
て
、
も
う
一
点
看
過
で
き
な
い
の
は
、
「
親
た
ち
は
日
本
に
行
く
こ
と
の
危
険
性
を
知
り
、
反
対
し
た
が
、
親
の
反
対
に
対
し

て
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
強
権
的
な
脅
迫
を
行
っ
た
。
」
と
書
か
れ
、
梁
錦
徳
の
ケ
ー
ス
で
は
両
親
の
大
反
対
で
応
募
の
取
り
や
め
を

伝
え
た
ら
、
「
約
束
違
反
の
理
由
で
父
親
は
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
脅
迫
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

(34) 

る
。
そ
も
そ
も
国
民
学
校
の
校
長
が
児
童
や
生
徒
に
向
か
っ
て
刑
務
所
の
話
な
ど
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
兄
や
姉
を
と
も
に
日
本
に
連

れ
て
行
っ
た
父
親
が
大
反
対
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
無
断
で
判
子
を
持
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
兄
は
日
本
人
女
性
と
結

婚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
籍
簿
か
ら
「
親
の
反
対
」
は
読
み
取
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

徴
用
拒
否
者
の

釜
山
に
あ
る
国
立
日
帝
強
制
動
員
歴
史
館
の
展
示
（
映
像
）
で
小
生
の
目
に
留
ま
っ
た
の
は
徴
用
拒
否
者
に
対
す
る
展
示
で
あ
る
。

発
営
団
は
親
日
と
み
な
さ
れ
る
職
場
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

る
」
と
い
う
話
が
宙
に
浮
く
。
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八

「
結
婚
式
で
帰
鮮
し
て
渡
航
」
と
い
う
手
紙

「
国
民
徴
用
令
違
反
と
徴
用
忌
避
容
疑
朝
鮮
人
」
は
二
三
、

0
0
0
人
以
上
に
達
し
た
。
」
（
展
示
は
ヨ
コ
書
き
の
算
用
数
字
）

「
日
帝
は
、
徴
用
拒
否
の
社
会
的
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
、
徴
用
拒
否
や
現
場
を
離
脱
し
た
朝
鮮
人
に
懲
役
刑
を
科
し
た
。
受
刑

期
間
中
に
も
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
、
出
所
後
に
再
び
動
員
す
る
な
ど
さ
ら
な
る
弾
圧
を
し
た
が
、
抵
抗
の
度
合
い
は
か
え
っ

て
強
く
な
っ
た
。
」

(35) 

も
う
一
点
、
書
簡
「
帰
鮮
通
知
」
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
日
曹
天
塩
炭
鉱
の
朝
鮮
人
労
務
者
が
結
婚
式
の
た
め
に
帰
鮮
し
た
お
り

用
拒
否
と
脱
出
は
絶
え
な
か
っ
た
。

が
取
れ
な
い
。

が
昌
寧
郡
霊
山
面
に
通
知
さ
れ
て
い
る
O
J

こ。t
 

一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
原
本
は
国
家
記
録
院
の
ス
タ
ッ
フ

二
0
二
i

―
一
年
八
月
六

展
示
映
像
の
中
に
「
犯
罪
人
名
簿
」
（
霊
山
面
）
と
記
載
が
あ
っ
た
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
二

0
二
ニ
年
九
月
二
九
日
に
撮
影
し

て
、
翌
日
の
九
月
一
―

1
0
日
に
国
家
記
録
院
釜
山
支
所
に
原
本
が
あ
る
か
確
認
に
行
っ
た
が
、
国
家
記
録
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
な
か
な

か
特
定
で
き
な
い
の
で
同
歴
史
館
に
電
話
を
か
け
た
上
で
、
国
家
記
録
院
に
は
所
蔵
が
な
い
と
小
生
に
話
し
た
。
再
び
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
お
か
な
い
と
と
思
い
、
翌
朝
同
歴
史
館
の
映
像
を
確
認
に
行
っ
た
が
、

一
体
な
ぜ
削
除
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
回
訪
問
時
に
真
っ
先
に
あ
る
か
な
い
か
を
確
認
し
た
い
o

[

付
記

日
に
同
歴
史
館
を
再
訪
し
て
確
認
し
た
が
、
映
像
装
置
そ
の
も
の
が
取
り
除
か
れ
、

二
日
前
に
あ
っ
た
映
像
が
削
除
さ
れ
て
い

が
昌
寧
市
か
ら
取
り
寄
せ
、
私
に
P
D
F
で
提
供
し
て
く
れ
た
（
八
月
七
日
）
。
賭
博
や
酒
税
に
関
す
る
違
反
が
多
い
。
日
本
国
内
で
犯
し
た
犯
罪

国
立
日
帝
強
制
動
員
歴
史
館
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
出
典
や
出
所
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
裏
付
け

「
日
帝
は
、
国
家
総
動
員
法
を
通
じ
て
徴
用
を
拒
否
し
た
朝
鮮
人
を
犯
罪
人
と
し
、
重
刑
を
科
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
徴

一
九
四
四
年
一

0
月
か
ら
た
っ
た
一

0
日
間
行
わ
れ
た
一
斉
取
締
期
間
に
摘
発
さ
れ
た
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論文編

お

わ

り

に

金
本
容
洛

喝
南
北
近
の
略

慶
北
慶
山
郡
河
陽
面
琴
楽
洞

北
海
道
天
塩
郡
豊
富
村

貴
所
諸
員
各
位
皆
様
御
健
勝
祈
lJ
申
上
マ
ス
、
小
生
の
家
族
金
本

■台
ハ
御
陰
様
ニ
テ
無
事
掃
鮮
致
シ
嫁
緊
日
字
ハ
本

判
元
‘
了

月
―
―
十
四
日
二
定
メ
マ
シ
タ
、
御
了
承
願
ビ
マ
ス
、
家
族

■台
殊
二
聞
キ
マ
ス
ト
貴
所
ノ
書
記
係
ヲ
勤
メ
居
ル
モ
ノ
欠
員
ト
ノ

コ
ト
耳
入
リ
シ
マ
シ
タ
、
其
節
採
用
済
マ
シ
タ
テ
セ
ウ
カ
、
御
地
方
二
相
当
資
格
ア
ル
モ
ノ
ヲ
推
薦
致
度
イ
次
第
デ
ス
、
主
任

殿
二
御
伺
ヒ
致
シ
マ
ス
、
御
考
慮
ノ
上
一
応
御
返
事
ヲ
御
願
シ
マ
ス
、
若
モ
御
入
用
ノ
コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
渡
航
ノ
手
続
モ
必
要
テ

ア
リ
マ
ス
カ
ラ
成
可
ク
御
知
セ
下
サ
イ
マ
セ
、
小
生
の
家
族
モ
マ
タ
結
婚
終
リ
マ
シ
タ
ラ
期
日
内
二
渡
航
サ
セ
度
イ
覚
悟
デ
ス

B
曹
天
塩
鉱
業
所

労
務
係
主
任
殿

十
月
十
三
日

「
学
籍
簿
」
に
は
親
の
職
業
が
書
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
学
校
単
位
の
女
子
勤
労
報
国
隊
と
し
て
不
二
越
や
三
菱
重
工
名
古

屋
に
行
っ
た
の
か
の
経
緯
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。
親
が
日
本
行
ぎ
に
反
対
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
印
鑑
を
無
断

拝
啓

に
同
炭
鉱
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
推
薦
し
た
い
と
書
か
れ
、
結
婚
式
が
終
わ
れ
ば
家
族
も
渡
航
さ
せ
た
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
家

族
が
誰
を
指
す
の
か
、
人
数
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
強
制
連
行
と
は
無
縁
の
世
界
で
あ
る
。
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裁刊で歴史事士を認定で合るのか（三輪，

（

1
、
-
拙
論
「
翻
弁
さ
れ
る
日
韓
関
係
と
事
実
確
認
の
大
切
各
徴
用
エ
判
決
と
歴
史
認
識
」
二
呂
川
淳
編
使
発
行
『
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
リ
ア
通

信

二

0
ニ
―
―
年
四
月
、
通
巻
一
二
七
四
号
、
二
五

1
四
―
一
百
ハ
）
。
判
決
直
後
の
韓
国
の
「
事
実
」
忍
識
の
捉
え
方
を
跡
づ
け
た
）
拙
論
「
JC

徴
用
丁
の
事
実
検
証
で
真
実
を
明
ら
か
に
日
韓
関
係
改
薯
の
た
め
に
韓
国
政
府
は
調
壺
を
」
（
『
日
本
時
事
げ
論
』
、
一
•
•
」
-
―
一
年
一

月
四
日
、
一

0
0
三
号
．
—
h
t
t
p
:
/

＼
n
i
p
p
o
n
j
i
j
i
h
y
o
r
o
n

c
c
.
j
p
¥
i
m
g
/
 o
l
d
_
p
a
p
e
r
!
2
0
2
2
P
D
F
 i2
0
2
2
.
 l 
l
.
0
4
-
2
0
0
3
.
p
d
f
 

(
2
)
h
t
t
p
s
:
/＼
w
w
w
.
a
w
f
.
o
r
.
j
p
/
p
d
f
/
0
0
6
2ー

p
0
4
1ー

0
6
0
.
p
d
f

テ
ジ
タ
ル
記
念
館
「
慰
安
婦
問
題
と
ア
シ
ア
女
性
基
金
」
新
聞
報
逍
さ
れ
た
学

藉
簿
に
関
す
る
記
述
が
役
に
し
＞
？
参
考
文
献
が
最
後
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
打
用
で
あ
る
し
勝
岡
寛
次
7

朝
鮮
人
戦
時
労
働
者
（
所

請
「
徴
用
上
」
）
の
実
態
に
つ
い
て
韓
国
大
出
院
判
決
の
原
告
を
中
心
に
」
〈
ー
歴
史
詑
域
問
題
研
心
九
」
一

0
一
九
春
見
、
一
九
1

四
四

究
を
誘
発
す
る
こ
と
を
願
い
、
筆
を
掘
<

で
持
ち
出
す
と
い
う
話
の
真
偽
も
「
学
籍
簿
」
て
、
あ
り
得
る
の
か
と
う
か
わ
か
る
だ
ろ
う
（
）
「
学
籍
簿
」
の
公
開
に
よ
9

て
、
都

合
の
よ
い
よ
う
な
鮒
釈
に
某
囚
す
る
日
韓
関
係
の
悪
化
は
妨
げ
る
こ
あ
ろ
う

不
毛
な
政
治
的
な
間
坦
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
て
、
ま
と
も
な
学
者
が
日
幹
関
係
の
間
追
に
距
離
を
取
っ
て
き
た
こ
と
か
、

事
実
の
確
定
が
不
明
確
な
ま
ま
、

日
韓
関
係
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
韓
請
水
権
協
定
の
鮮
釈
か
裁
刊
の
争
点
に
な
り
、

事
実
の
確
冦
が
―
一
の
次
に
な
↓
た
こ
と
か
後
日
に
大
き
な
禍
根
を
残
し
た
。
日
本
の
裁
判
て
企
柴
側
は
事
実
上
の
勝
訴
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
掠
古
側
の
弁
＂
諜
上
は
事
実
認
晶
「
少
女
に
対
す
る
誘
惑
．
拉
致
ま
か
い
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
ど
い
う
、
恥
ず
へ
き
犯
罪

的
行
乃
・
人
権
侵
害
行
為
か
奴
刊
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
断
罪
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
人
き
」
い
と
し
て
い
る
徴
用
［
賠
償
に
関

す
る
大
法
院
（
韓
国
の
最
，
紬
裁
）
判
決
を
受
け
、

二
権
分
守
の
立
場
か
ら
韓
国
政
府
は
何
ら
か
の
対
応
策
を
取
る
で
あ
ろ
う
が
、
研

究
者
は
資
料
に
基
つ
き
事
実
確
詔
を
行
う
必
要
が
あ
る
(
歴
史
家
や
研
究
者
は
ヽ
盃
犀
古
や
支
援
者
の
執
念
」
に
よ
る
二
江
印
な
事

実
認
定
」
が
正
し
い
の
か
と
う
か
、
学
間
的
見
地
か
ら
一
次
責
料
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
筆
者
の
最
近
の
研
究
の

成
果
で
あ
る
C

強
闘
労
働
を
主
張
す
る
学
者
の
恣
意
的
な
資
料
の
引
用
の
仕
方
へ
の
警
鐘
で
あ
る
）
資
料
に
依
掲
し
た
、
公
平
な
研
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論文湿

頁
）
も
参
照
さ
れ
た
い
ー
同
論
文
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
]

(
3
）
『
不
―
-
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
撒
組

1
]
（
不
二
越
訴
訟
弁
護
団
、
二
0
0
一
年
）
―
-
五
―
―
百
ハ
、
二
六
二
＼
一
4

しハ一二白ベ

(
4
）
「
不
―
-
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
撮
編
ー
』
六
二
五
'
¥
＇
六
―
-
六
頁
。
筆
者
は
日
本
人
と
朝
鮮
人
を
分
け
た
給
与
規
定
を
み
た
こ
と
が
な
い
；

強
闘
貯
金
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
任
意
貯
金
で
あ
っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
日
本
鉱
山
協

会
「
半
島
人
労
務
者
二
関
ス
ル
調
査
報
告
」

(
h
t
t
p
:
/＼
d
l
.
n
d
l
.
g
o
j
p
/
i
n
翌
n
d
l
j
p
¥
p
i
d
/

1071122)
を
読
ま
れ
た
い
。
樋
口
雄
一
は
こ
の
資
料

を
強
制
貯
金
の
証
拠
と
し
て
い
る
。
注

(16)
、
注

(22)
、
注

(23)
を
参
照
せ
よ
。

(
5
)
島
田
広
「
仏
廷
て
裁
か
れ
る
日
本
の
戦
争
責
任
⑫
富
山
地
裁
•
朝
鮮
女

f

勤
労
挺
身
隧
人
二
越
第
二
次
訴
訟
ー
強
制
労
働
・
強
制
連

行
を
明
確
に
認
定
」
、
軍
縮
市
民
の
会
・
軍
縮
研
究
室
『
半
縮
問
題
資
料
』
(
-
三
一
六
号
、
二
0
0
八
年
一
月
、
ュ
ハ
一
―
ー
百
ハ
）
。
島
田
弁
護
七
は

「
判
汰
は
、
原
告
ら
か
補
償
を
求
め
る
権
利
は
日
韓
請
求
権
協
定
一
一
条
一
項
三
項
に
い
う
『
請
求
権
』
に
あ
た
る
と
し
、
同
条
約
よ
り
被
告

ら
は
除
告
ら
の
請
求
に
応
し
る
法
的
義
務
が
な
い
と
主
張
で
き
る
、
と
し
て
被
告
ら
の
請
求
権
放
棄
の
主
曲
を
認
め
ま
し
た
」
（
六
三
頁
）

と
述
べ
、
「
判
決
は
同
条
約
に
よ
っ
て
は
個
人
の
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
み
で
、
強
制
労
働
の
事
実
目
休
は
認
定
し
な
が
ら
、

国
に
間
接
適
用
に
よ
る
被
害
救
済
を
求
め
る
こ
と
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
i

」
了
ハ
れ
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。
瑞
慶
山
茂
責
任
編
集
『
法
廷
で
裁

か
れ
る
日
本
の
戦
争
責
任
』
（
高
文
研
‘
,
1
0
一
四
年
）
―
―
1
0
八
ー
―
―
＿
一
五
頁
に
加
箪
さ
れ
掲
載
。
島

m広
「
朝
鮮
女
子
飩
労
挺
身
隊
・
不

二
越
第
二
次
訴
訟
日
韓
請
求
権
協
定
の
ま
と
も
な
解
釈
論
を
ホ
せ
な
か
っ
た
故
刊
所
」
（
皿
強
制
連
，
化
〈
△
九
〉
）
の
中
て
「
不
二
越
訴

訟
は
残
念
な
が
ら
原
告
敗
訴
で
終
，
J

し
ま
し
た
か
、
そ
の
成
果
は
乾
国
で
の
闘
い
に
今
も
生
き
て
い
ま
す
」
と
加
筆
し
て
い
る
）

程
鳳
泰
弁
護
卜
は
「
緯
国
に
お
け
る
戦
後
補
償
裁
判
の
成
果
と
課
踵
」
と
い
う
特
別
報
告
の
中
で
、
二
0
0
ム
年
に
韓
国
政
府
は
韓
日
会

談
文
書
を
全
面
公
開
し
た
結
果
、
一
九
六
五
年
当
時
韓
国
政
府
が
一
0
-
]
万
人
に
関
し
て
、
死
亡
者
、
負
傷
者
、
牛
只
者
そ
れ
ぞ
れ
一
人
当

た
り
一
，
ハ
五
0
ド
ル
‘
-
/
〗
0
0
ド
ル
、
二
0
0
ド
ル
の
計

□
憶
＇
ハ
四
0
0
万
ド
ル
を
日
本
政
府
に
要
求
し
、
補
償
金
か
支
払
わ
れ
れ
ば

「
国
内
措
置
を
通
じ
て
解
決
す
る
と
交
渉
し
た
責
任
（
事
実
）
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
迩
へ
、
そ
の
緒
果
、
韓
国
国
内
で
「

H
希
弧
制
占
領

下
強
制
動
員
被
害
真
相
究
明
号
に
関
す
る
特
別
法
」
に
よ
っ
て
「
被
害
申
告
を
受
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
と
肖
い
て
い
る
（
江
虹
一
評

論
』
、
五
八
〇
り
、
一
＿

o-
四
年
三
月
号
、
五
五
頁
）
り

(
6
)

山
円
樽
「
不
一
一
越
強
制
連
行
訴
訟
」
、
凶
際
人
権
法
学
会
『
国
際
人
権
」
(
-
九
九
じ
年
報
、
第
八
号
）
じ
―
-
＼
七
三
頁
r

ほ
と
ん
ど
同
じ

内
容
で
、
山
田
博
「
富
山
・
不
二
越
強
制
連
行
訴
訟
判
決
に
つ
い
て
」
（
日
本
の
戦
争
責
任
資
料
セ
ン
タ
ー
『
季
刊
戦
争
責
任
研
究
』
一
九
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裁刊で歴史事実を認定できるのか（竺輪｝

九
七
年
夏
号
、
姶
一
六
号
、
二
四
＼
―
-
七
百
へ
）
U

―
一
名
の
原
古
女
性
は
「
不
二
越
に
行
け
ば
女
学
校
に
も
行
け
る
し
、
お
金
も
た
く
さ
ん
も

ら
え
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
ミ
シ
ン
、
お
花
が
晋
え
る
」
と
い
う
廿
言
利
説
に
蝙
さ
れ
、
不
一
越
に
連
行
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
七
二

頁）。時
効
に
関
し
て
は
高
裁
金
沢
支
部
（
第
一
盆
竺
で
控
訴
を
棄
却
さ
れ
た
が
、
裁
判
後
山
田
主
任
弁
設
士
は
「
強
制
連
行
と
貨
令
未
払
い
の

事
実
を
認
め
な
が
ら
、
時
幼
開
始
時
期
を
一
審
よ
り
さ
か
の
ぽ
ら
せ
、
後
退
し
だ
。
国
際
人
権
法
を
無
視
し
た
判
決
て
あ
り
上
告
す
る
」
と

説
明
し
、
決
意
を
述
べ
だ
と
の
こ
と
て
あ
る
。
出
LJ
成
「
不
一
．
越
朝
鮮
人
強
制
連
行
で
高
裁
刊
決
時
効
繰
り
上
げ
の
人
反
動
」
（
労
働
運

動
研
究
所
『
労
働
運
動
研
究
]
―
九
九
九
年
、
＿
―
-
五
二
号
、
‘
―
―
―
頁
）
。

(
7
l
)

山
日
博
「
権
利
闘
争
の
焦
点
ー
↑
一
越
強
訓
連
行
訴
訟
の
解
決
と
意
義
」
（
日
本
労
働
弁
護
団
『
手
刊
労
働
者
の
権
利
』
二

0
0
0
年

1
0
月
，
・
-
三
七
号
）
」
九
七
頁
に
は
「
時
効
の
堺
を
実
質
的
に
克
服
」
し
た
点
や
補
償
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
、
「
碑
」
を
設
置
さ
せ
て
鮒
決

に
全
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
大
き
な
成
果
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

(
8
)

「
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
喋
濯

1
』
-
―
閂
貝
。
陳
辿
書
に
は
、
国
民
学
校
六
年
の
叫
に
父
親
の
事
業
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、

「
H
本
人
の
町
内
会
長
か
来
て
、
遊
ん
て
い
な
い
て
学
校
へ
行
け
と
言
い
ま
し
た
」
と
あ
り
、
不
二
越
の
パ
ン
フ
レ
ゾ
ト
を
見
せ
ら
れ
、
「
こ

こ
へ
行
け
ば
、
学
校
は
卒
業
で
き
る
し
、
女
学
校
に
も
行
け
る
し
、
金
も
沢
山
貰
え
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
」
「

i
O
名
の
募
虻
で
し
た
が
、

応
じ
た
の
は
私
を
含
め
て
し
名
で
し
だ
'
」

(
-
o
h
頁
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る

(

9

)

T

不
一
一
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
撮
編

1
]
1
0
七
1
1
0
八
頁

(10)

『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録

II

証
撮
編
ー
』
、
『
不
―
―
越
訴
訟
裁
判
記
録

III

証
腺
編

2
』
、
『
小
一
越
訴
訟
裁
判
記
録
I

主
張
・
判
決

耀
』
（
不
二
越
訴
訟
弁
護
団
、
―

1
0
0
一
年
）
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
学
佼
単
位
で
の
朝
鮮
女
子
勤
労
隊
の
場
合
、
校
長
に
対
し
て

払
わ
れ
た
か
と
う
か
（
そ
の
代
替
も
含
め
て
）
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
金
福
租
は
父
か
事
業
に
失
敗
し
て
い
る
の
で
、
本
人
に
給
与

が
支
払
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(11)

九
州
大
学
記
録
資
料
館
三
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
（
第
三
八
号
、
二

0
二
『
一
年
三
月
）
九
百

1
1
0
六
頁

(12
）
『
不
―
-
越
訴
訟
裁
判
記
録

m
証
撮
編

2
]
七
四
ー
七
可
頁
（
供
託
令
明
細
書
）
、
七
八
＼
七
九
頁
（
未
払
令
内
訳
）
。

(13)

『
小
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
撮
絹
ー
』
＇
ハ
五
頁
。

(14)

富
士
瓦
斯
紡
績
（
株
）
小
山
工
場
で
は
三
食
で
二

0
銭
が
支
給
金
額
か
ら
拝
除
さ
れ
、
舞
飼
海
軍
工
叡
の
官
営
寄
宿
舎
て
は
食
費
実
費
四
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0
銭
が
徴
取
さ
れ
た
。
朝
食
が
一

0
銭
で
昼
食
夕
食
が
一
五
銭
で
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
学
校
報
国
隊
』
第
四
冊
（
昭
和
一
九
年
一

二
月
＼
二

0
年
三
月
）
、
請
求
記
号
こ
文
部
省
5
9
-
3
Aー

3
3
-
2
4
6
3
。
昭
和
一
九
年
二
月
に
不
二
越
鋼
材
工
業
（
株
）
が
文
部
大
臣
―
一
宮
治
軍

に
出
し
た
「
学
校
報
国
隊
出
動
二
関
ス
ル
件
申
請
」
に
は
「
通
勤
不
能
者
ハ
寄
宿
舎
二
収
容
シ
朝
タ
ハ
寄
宿
舎
ニ
テ
給
食
シ
昼
ハ
工
場
へ
弁

当
ヲ
配
給
ス
宿
舎
収
容
余
力
男
子
三
、

0
一
一
四
女
子
―
-
、
七
七
九
計
五
、
八

011!
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
学
校
報
国
隊
』
第
四
冊
（
昭
和
一
九
年
七
月
ー
ニ

0
年
三
月
、
請
求
記
号
；
文
部
省
5
9
-
3
Aー

3
3ー

2
4
6
1
)

か
ら
数

字
を
拾
っ
て
お
こ
う
。
住
友
鉱
業
社
（
株
）
別
子
（
食
費
一

H
三
0
銭
、
舎
費
・
寝
具
費
徴
収
せ
ず
）
、
川
南
工
業
（
株
）
浦
崎
造
船
所

（
四
五
銭
、
宿
泊
料
無
料
）
、
日
本
製
鉄
（
株
）
釜
石
製
作
所
（
五

0
銭
、
舎
費
無
料
）
、
第
ニ
一
海
軍
航
空
廠
（
食
費
四
二
銭
、
舎
費
月
額

二
円
）
、
典
海
軍
工
廠
（
合
わ
せ
て
月
一
六
円
）
。

『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
皿
証
撮
編
2
』
の
一
八
ニ
ー
一
八
一
二
頁
に
は
昭
和
―

1
0
年
九
月
一
五
日
付
の
「
不
二
越
社
報
（
社
外
秘
）
」
に

は
「
女
子
軽
労
」
は
一

H
「
六
十
銭
」
に
食
費
が
九
月
ニ
―
日
か
ら
改
正
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
で
差
し
引
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が

‘
-
H当
た
り
五

0
銭
と
推
定
す
る
参
考
資
料
に
は
な
る
。

(15)

新
井
聖
姫
の
「
従
業
員
名
票
」
に
は
入
社
は
「
昭
和
19
年
5
月
9
日
」
で
あ
り
、
「
記
事
」
と
し
て
「
作
業
服
貸
与
」
「
半
島
勤
労
報
国
隊

員
」
と
記
載
さ
れ
、
一
九
年
六
月
九
日
に
「
見
上
手
」
と
い
う
資
格
で
、
七
六
銭
と
記
載
さ
れ
、
同
年
八
月
九

H
に
三
等
工
手
の
初
手
と
な

り
給
与
八
六
銭
と
な
り
、
一
―
一
月
ニ
―
日
に
は
一
〇
八
銭
、
二

0
年
六
月
ニ
―
日
に
は
一
―
四
銭
と
辞
令
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
不
一
一
越
訴

訟
裁
判
記
録
皿
証
撮
編
2
』
一
九

0
1
一
九
一
頁
。
新
井
弘
子
の
「
従
業
員
名
票
」
に
は
「
作
業
服
貸
与
」
「
挺
身
隊
」
と
あ
り
、
昭
和

一
九
年
三
月
に
京
城
清
涼
校
初
卒
と
あ
る
。
「
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
III

証
撮
編
2
』
ニ
ニ
八
頁
。
「
朝
鮮
人
と

H
本
人
の
賃
金
関
係
比
較

一
覧
表
」
で
は
、
新
井
聖
姫
の
入
社
年
月
は
「
S
l
9
¥
3
」
（
昭
和
一
九
年
一
・
1

月
）
で
あ
り
、
富
田
英
子
は
「
S
l
9
/
5
」
で
あ
り
、
新
井
弘
子
は

「S
l
9
¥
7
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
緑
皿
証
拇
編
2
』
一
八
七
頁
。

(16)

韓
国
に
戻
っ
て
い
た
中
島
菊
子
（
姜
順
礼
）
、
片
山
光
子
と
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
「

H
韓
で
郵
使
に
よ
る
通
信
が
可
能
で
あ
っ

た
」
こ
と
、
「
会
社
が
供
託
通
知
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
還
付
請
求
も
な
各
れ
た
こ
と
」
を
立
証
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
慶
北

大
野
府
京
町
そ
ハ
の
片
山
光
子
の
書
簡
で
は
「
此
度
御
通
知
御
↑
送
被
ド
さ
い
ま
し
た
供
註
物
御
還
付
の
件
は
別
便
で
富
山
供
託
局
へ
請
求

提
出
致
し
ま
し
た
が
深
く
其
御
厚
意
を
謝
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
る
。
『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
II

証
拇
編
ー
』
七
四
＼
七
六
頁
。
「
退
職
慰

労
金
不
足
額
二
円
八
四
銭
、
厚
生
年
金
一
五
円
、
国
民
貯
金
八

0
円
―
―
―
一
銭
、
預
金
一
二
七
円
七
六
銭
」
の
合
計
一
三
五
円
九
一
銭
を
富
山
供
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託
局
に
供
託
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
被
告
の
不
二
越
は
、
「
国
民
貯
金
、
預
金
等
を
供
託
し
た
対
象
者
全
員
に
通
知
を
発
送
し
た
」

が
、
中
島
菊
子
は
転
居
し
て
い
た
た
め
返
送
さ
れ
、
転
出
先
に
「
通
知
書
」
が
再
送
さ
れ
、
受
領
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
不
二
越

は
供
託
金
の
返
済
の
手
続
ぎ
を
踏
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(17)

前
掲
、
高
崎
宗
司
「
『
半
島
女
子
勤
労
挺
身
隊
』
に
つ
い
て
」
石
叫
＼
五
五
貞
。
不
二
越
に
は
、
慶
尚
北
道
か
ら
五
月
九
日
に
七

0
人
か

ら
一

0
0
人
が
到
着
し
、
六
月
八
日
に
は
慶
尚
南
道
か
ら
一

0
0
人
が
着
き
、
六
月
一
五
日
に
は
慶
尚
北
道
か
ら
五

0
人
が
、
ま
た
七
月
六

日
に
点
畿
道
か
ら
―

1
0
0
人
が
到
着
し
た
こ
と
が
、
一
覧
衣
で
示
さ
れ
て
い
る
（
五
五
頁
）
。

(18)

そ
の
他
に
、
怪
我
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
傷
害
保
険
の
金
額
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
親
か
ら
の
所
持
金
や
仕
送
り
の
金
額
の

多
寡
に
よ
っ
て
、
預
金
が
増
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
情
報
が
少
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
る
。
『
不
―
―
越
訴
訟
裁
判
記
録
皿

証
撮
編

2
』
二
八

0
頁
に
は
「
橋
本
秀
治
氏
の
談
話
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
少
女
達
は
予
め
事
務
所
に
送
金
先
を
届
け
出
て
、
送
金
し

た
い
人
は
、
親
元
に
送
金
し
喜
ん
で
い
た
。
」
と
あ
る
。

(19)

ザ
貞
玉
『
朝
鮮
人
女
性
が
み
た
「
慰
安
婦
問
題
」
明
日
を
と
も
に
創
る
た
め
に
』
（
三
一
害
房
、
一
九
几
二
年
）
五
八
＼
五
九
頁
。
秦

郁
彦
『
慰
安
婦
と
戦
場
の
性
』
に
よ
れ
ば
「
―
一
か
月
後
に
寄
宿
舎
か
ら
逃
げ
た
が
、
す
ぐ
に
引
き
戻
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ま
た
友
達
と

夜
に
逃
げ
出
し
」
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
秦
郁
彦
『
慰
安
婦
と
戦
場
の
性
』
（
新
潮
社
、
一
九
九
九
年
）
一
八
六
頁
。
病
気
と
か
怪
我
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
原
因
で
帰
鮮
し
て
い
れ
ば
、
供
託
さ
れ
る
以
前
に
、
不
二
越
か
ら
全
額
本
人
に
支
払
わ
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
伊
藤
孝
司
編
著
『
写
真
記
録
破
ら
れ
た
沈
黙
ア
ジ
ア
の
「
従
軍
慰
安
婦
」
た
ち
」
（
風
媒
社
、
一
九
九
三
年
、
六
五
頁
）
に

よ
れ
ば
、
「

3
1
4
カ
月
し
た
日
」
に
逃
亡
し
た
が
、
捕
ま
り
、
「

2
¥
3
カ
月
後
」
に
逃
亡
し
て
成
功
し
た
と
匝
想
し
て
い
る
。
不
二
越
は

会
社
を
あ
げ
て
捜
索
し
た
で
あ
ろ
う
。
逃
げ
切
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
往
朝
鮮
人
に
匿
わ
れ
た
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。

(20)

「
不
―
一
越
訴
訟
裁
判
記
録
I

主
張
・
判
決
編
』
四
四
三
頁
。

(21
）
『
不
―
-
越
訴
訟
裁
判
記
録
I

主
張
・
判
決
編
』
四
三
四
頁
。

(22)

『
日
本
大
学
生
産
工
学
部
研
究
報
告
』
(
-
九
九
三
年
六
月
、
第
二
六
巻
第
一
号
）
一
＼
四
六
頁
。

(23)

不
二
越
は
未
払
金
に
関
し
て
、
通
知
を
し
た
こ
と
を
証
拠
書
類
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
転
居
の
た
め
、
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
だ
ろ
う
。
不
―
一
越
は
供
託
金
の
支
払
い
手
続
き
を
踏
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
不
二
越
訴
訟
裁
判
記
録
皿
証
拇
編
2
」
-
―
五
七
ー
ニ
五
八
頁
。

24 
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(25)

江
(11,―
に
同
じ
。
校
に
に
送
金
さ
れ
、
校
反
か
生
徒
個
人
名
義
の
通
帳
に
金
額
を
記
載
す
る
の
で
あ
る
日
本
の
場
合
、
校
長
に
給
与
が

支
払
わ
れ
る
の
は
、
「
国
民
学
校
五
年
生
、
六
年
生
、
巾
等
学
校
一
年
牛
‘
＾
一
年
生
」
で
あ
る

(
2
6
)名
古
屋
―
―
菱
•
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
弁
護
団
、
名
古
屋
三
菱
•
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隠
訴
訟
を
支
援
す
る
会
編
集
•
発
行
『
〈
名

ー
ロ
屋
一
一
装
•
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
松
／
資
料
集
〉
2
0
0
6
.
1
2
.
5
控
訴
審
浩
審
」
（
二

0
0

し
什
五
月
三
日
）
一
九
頁
。
記
載
さ
れ

て
い
る
引
用
文
献
ぱ
削
除
し
て
、
引
用
し
た
｝
山
田
昭
次
が
「
名
古
屋
三
菱
•
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
豚
担
否
賠
償
等
請
求
土
竹
に
閃
す
る
意

見
占
」
（
二

0
0
六
年
―
0
月
ニ
ー
日
甲
C
第
几
二
号
証
）
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。
「
梁
」
は
梁
帰
徳
で
あ
る
＼
｝

山
田
昭
次
「
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
，
身
隊
の
成
立
」
（
『
在
日
朝
鮮
人
研
究
』

i
C
O
一
年
一

0
月
、
＾
一
号
、
一
じ
＼
四
〇
頁
）
李
鍾
淑
は
三

四
頁
、
哭
錦
徳
は
一
1

一
六
頁
、
金
福
碍
は
．
―
-
八
＼
三
九
白
ハ
clll
田
昭
次
は
「
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
の
歴
史
的
意
義
」
（
「
総
合
女
性
史
研
究
』
、

-．〈
U
〔
三
一
年
、
第
一
―
こ
り
、
一
―
ニ
ー
＇
―
-
四
頁
）
の
中
で
、
「
民
朕
差
別
と
性
的
差
別
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
願
望
」
が
「
日
本
へ
の
期
待

の
幻
包
」
と
結
び
？
い
だ
と
指
摘
し
て
い
る
ニ
―
四
頁
）
囚
民
学
校
に
い
け
な
い
男
＋
ナ
も
い
る
中
て
、
女
性
で
勉
学
で
き
た
の
は
比
較

的
に
裕
福
て
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
雑
誌
に
掲
栽
さ
れ
て
い
る
「
女
刊
史
ど
私
朝
鮮
史
と
と
も
に
」
で
は
、
「
朝
鮮

で
は
性
的
泣
別
の
た
め
に
女
竹
の
就
学
率
は
極
め
て
低
い
c

一
九
三
五
年
当
時
の
男
子
の
普
雌
学
校
就
学
率
は
約
四
O
O
I
I
O

、
女
子
の
そ
れ
は

的
/
[
）

00
で
、
男
，
ー
の
そ
れ
の
四
分
の
一
て
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
書
、
四
じ
頁

(27)

前
褐
、
高
崎
宗
司
「
半
晶
女
子
勤
労
挺
均
隊
』
に
つ
い
て
」
（
『
一
、
ば
安
婦
」
間
題
調
杏
報
告
』
女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
半
和
囚
民
基
金
、

一
九
九
九
年
）
四
二
頁
参
照

g竺
伊
藤
孝
川
編
席
『
証
言
従
事
慰
安
婦
・
女
子
勤
労
挺
身
隊
」
（
風
媒
札
、
一
九
九
二
年
）
凶
．
一
頁
、
四
四
頁
C

な
お
父
親
は
日
本
で
は

な
く
朝
鮮
の
成
鉛
道
に
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
9〗-
f
w
l
|四
九
＼
五
口
百
ハ
‘
止
三
貝
C

（30-

同
ー
百
二
貞
。
刊
行
年
か
一
九
九
二
年
で
、
証
言
者
が
原
告
に
な
っ
て
い
る
か
と
う
か
に
も
注
意
さ
れ
た
い
C

紅
）
池
田
正
枝
は
韓
国
新
聞
一
九
九
「
年
二
月
四
日
付
け
の
記
事
の
中
で
「
閃
貼
、
戦
時
中
、
学

4
逹
に
対
す
る
挺
身
隊
動
貝
命
令
は
、
柘
否

す
る
こ
と
の
出
＊
な
い
，
天
皐
陛
卜
の
命
令
ク
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
明
口
し
た
こ
と
が
叫
さ
れ
て
い
る
。
拒
否
す
る
こ
と
が
で
¥J
な
い

の
な
ら
は
、
な
ぜ
六
名
だ
け
な
の
か
、
小
思
議
て
あ
る
。
今
英
逹
泊
『
朝
鮮
人
従
軍
召
安
婦
・
女

f
挺
身
隧
資
料
集
』
（
神
い
学
生
青

年
セ
ン
タ
ー
出
版
郊
、
一
九
九
二
年
）
八
二
頁
一
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裁刊で歴史事実を記元てきるのか（二輪）

(32)

山
本
晴
太
他
『
徴
用

t
裁
判
と
日
斡
諭
求
権
協
定
特
同
人
法
院
判
決
を
誠
み
肝
く
』
（
現
代
人
文
社
‘
―

1
0
一
九
年
）
の

Q
六
「
様
々

な
形
態
の
強
制
動
貝
」
（
殷
勇
基
）
の
山
で
、
囚
民
徴
用
令
と

lnl
じ
よ
う
に
「
募
集
」
ぶ
官
斡
旋
」
も
「
摯
祭
官
な
ど
に
よ
る
『
物
理
的
強

制
』
が
多
く
用
い
ら
れ
た
、
強
制
動
員
の
た
め
の
肋
艮
と
っ
た
の
で
す
]
（
四
八
頁
）
と
走
へ
て
い
る
が
、
視
の
肌
菜
か
警
察
官
や
竹
督
庁

の
役
人
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
え
て
い
な
い
C

弁
護
十
ら
し
く
「
な
と
L

と
か
「
多
く
一
存
店
{
[
て
い
る
。
同
青
の
四
九
頁
に
「
給
り
を

強
岡
貯
金
」
と
あ
る
が
、
打
意
貯
金
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
資
料
か
ら
叫
ら
か
で
あ
る
。
送
令
額
も
炭
鉱
で
は
確
認
て
き
る
が
、

強
制
貯
金
が
多
け
れ
ば
送
金
は
で
き
な
い
。

(33)

前
掲
一
[wiE言
従
軍
慰
安
婦
・
女
子
勤
労
挺
身
隊
＿
五
四
貞
、
五
八
頁

{
，3
4
)前
掲
『
名
占
屋
三
菱
・
剌
酎
久

r

勤
労
挺
身
隊
訴
訟
，
資
料
集
〉

~
0
0
6
.
1
2
.
5
控
訴
審
芍
富
」
二

0
頁
五

‘
U
-
1五
二
貞
に
l
n
J
T巽

曲
の
話
か
書
か
れ
て
い
る
。
名
古
圧
―
-
．
菱
•
朝
鮒
久
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
弁
談
団
、
名
古
四
ー
ニ
菱
·
朝
鮮
女
了
飢
労
捉
身
隊
訴
訟
を
支
柘
す

る
会
絹
集
•
発
行
「
訴
状
元
朝
鮮
久
子
勤
労
挺
身
隊
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
等
泊
求
事
件
」
(
-
九
九
一
年
一
―
―
月
）
の
六
四
ー
六
五
頁
に

は
二
原
告
の
父
は
、
南
盆
業
に
従
事
し
て
い
た
。
家
庭
は
貧
困
て
あ
／
た
。
」
と
あ
り
、
警
察
が
父
親
を
抽
ま
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、

言
父
が
寝
て
い
る
間
に
こ
っ
そ
リ
と
印
鑑
を
持
ち
出
し
て
出
任
の
先
生
に
渡
し
た
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

梁
錦
徳
の
八
歳
離
れ
た
姉
は
、
「
父
に
つ
い
て

n本
に
行
っ
て
、
日
本
て
韓
国
人
と
結
婚
し
た
」
「
勉
強
さ
せ
る
た
め
兄
も
連
れ
て
行
。

た
＂
～
兄
は
日
本
人
女
刊
と
出
会
っ
て
結
婚
し
た
」
と
語
っ
て
い
る

c

姉
や
兄
を
日
本
に
同
行
さ
せ
た
父
親
か
日
本
行
に
対
し
て
「

H
本
人

の
奴
ら
が
朝
鮮
人
を
欺
扱
い
す
る
」
と
し
て
、
反
対
し
た
そ
う
て
あ
る
。
父
親
は
ど
う
考
え
て
も
親

n派
て
は
な
い
の
か
ぐ
梁
錦
徳
、
金
性

珠
、
金

IL
孔
『
貧
わ
れ
た
青
春
奪
わ
れ
た
人
生
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隧
ハ
ル
モ
ニ
の
自
叙
伝
』
（
―

-
0
-
年
、
梨
の
木
舎
、
一
ー
ハ

頁）
C

前
褐
、
拙
論
「
翻
弄
各
れ
る
日
盛
関
係
と
ボ
実
確
認
の
大
切
さ
徴
用
エ
判
決
と
序
史
認
識
」
三
七
貞
を
参
開
さ
れ
た
い

(35)

「
帰
鮮
通
知
」
一

0
月
ニ
日
、
北
海
道
池
物
館
所
蔵
「

H
曹
反
塩
炭
鉱
」
（
収
蔵
番
号
6
4
5
6
7
)
)
f
,
族
と
あ
る
か
、
兄
弟
て
あ
る
と
考
え

る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
，
兄
（
弟
）
が
結
婚
の
た
め
に
兄
弟
て
帰
鮮
し
、
結
婚
式
後
に
北
海
道
の
日
曲
亘
火
塩
炭
鉱
に
戻
る
と
い
う
内
容
で
あ

合
国
，
ILH
芍
強
制
動
貝
歴
史
館
に
尻
示
さ
れ
て
い
る
父
か
ら
子
へ
の
書
隋
「
健
太
御
覧
な
各
い
」
も
興
味
深
い
。
こ
の
手
紙
は
『
国
立
日

帝
強
制
動
員
朽
史
館
常
設
展
一
小
図
録
」
（
原
本
ハ
ン
グ
ル
、
二

0
一
六
年
、
―
二
六
頁
、

I
S
B
N
9
7
9
ーl
l

ー9
5
9
3
4
6
ー（｝ー
7
)

に
載
録
さ
れ
て

い
る
。
「
．．．．． 
父
さ
ん
は
ね
来
年
春
頃
阪
る
積
り
だ
学
校
の
先
牛
や
校
長
先
生
に
も
よ
ろ
し
く
申
上
げ
て
お
ド
れ
よ

父
ち
ゃ
ん
は
う
ん
と
働
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論文編

い
て
販
る
か
ら
っ
て
ね

む
そ

さ
よ
う
な
ら

現
地
で

父
よ
り
」

お
前
も
う
ん
と
勉
弛
し
て
ね
父
ち
ゃ
ん
の
阪
る
切
は
も
う
農
学
校
へ
ち
ゃ
ん
と
人
学
し
て
居
る
様
に
ね

顆
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